
 

     

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

  

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コ
ラ
ム 

逗
子 

太
郎 

イ
ラ
ス
ト 

逗
子 

し
ず
お 

 

そ
れ
で
も
時
に
は
娘
の
家
に
行
っ
て
孫
を
借
り
て
き
て
女
房

と
も
ど
も
海
岸
ま
で
花
火
を
見
に
出
か
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。 

そ
の
う
ち
Ｊ
Ｒ
逗
子
駅
近
く
の
踏
み
切
り
（
金
沢
踏
切
）
を

跨
ぐ
歩
道
橋
の
上
か
ら
で
も
花
火
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ

て
、
そ
こ
か
ら
の
花
火
を
楽
し
ん
だ
。
次
第
に
そ
の
跨
線
橋
ま

で
行
く
の
も
億
劫
に
な
り
、
近
年
は
専
ら
我
家
に
居
な
が
ら
に

し
て
の
花
火
見
物
を
楽
し
ん
で
い
る
。 

 
逗
子
は
丘
陵
が
多
く
錯
綜
し
て
い
る
（
注
）
。
我
家
か
ら
居
な

が
ら
に
し
て
海
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
近
所
の
人
が
自

宅
か
ら
海
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
山
を
切
り
ひ
ら
い
た
。
我
家
は

運
よ
く
そ
の
恩
恵
に
与
っ
て
、
切
れ
目
か
ら
の
花
火
の
一
部
を

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
船
上
か
ら
空
高
く
打
ち
上
げ

ら
れ
た
花
火
の
一
部
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
船
上

か
ら
空
高
く
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花
火
は
水
平
線
上
に
半
円
に

広
が
る
。
切
り
通
し
の
お
か
げ
で
、
そ
の
部
分
だ
け
下
の
ほ
う

ま
で
見
ら
れ
る
。
ナ
イ
ヤ
ガ
ラ
な
ど
低
い
花
火
は
無
理
だ
が
、

高
く
上
っ
た
花
火
の
何
分
の
一
か
を
見
、
切
り
通
し
の
部
分
も

合
わ
せ
て
全
体
を
想
像
す
る
。
音
だ
け
聞
こ
え
て
花
火
が
全
然

見
え
な
い
時
も
、
想
像
し
て
一
杯
や
り
な
が
ら
楽
し
む
の
で
あ

る
。
古
人
曰
く
「
路
銀
も
要
ら
ず
、
く
た
び
れ
も
せ
ず
」
無
精

も
悪
く
な
い
。 
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平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
五
日 

発
行 

景
観
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
実
行
委
員
会 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

 

「
無
精
者
の
花
火
見
物
」 

 

逗
子
の
海
岸
で
は
夏
に
な
る
と
毎
年
花
火
大
会
が 

開
か
れ
る
。
多
く
の
客
が
市
内
は
勿
論
、
市
外
か
ら
も 

集
ま
っ
て
く
る
。
私
も
若
い
頃
は
家
族
を
連
れ
て
海
岸 

ま
で
出
掛
け
た
も
の
で
あ
る
が
、
子
供
達
も
結
婚
し
独
立

し
て
、
夫
婦
だ
け
に
な
っ
て
か
ら
は
夕
方
に
な
る
と
家
か

ら
外
に
出
る
の
も
億
劫
に
な
っ
て
き
た
。 

（注
） 

丘
陵
と
丘
陵
の
間
の
狭
い
窪
み
を
逗
子
で
は
谷
戸
（
ヤ
ト
）

と
言
い
、
鎌
倉
で
は
谷
（
ヤ
ツ
）
と
言
う
。
鎌
倉
と
逗
子
と
い
う

近
い
と
こ
ろ
で
、
発
音
が
違
う
こ
と
も
驚
き
で
あ
る
が
、
逗
子
に

住
み
つ
い
て
は
じ
め
て
私
は
谷
戸
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
。 
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「はなびはすごくきれいでした。」 

絵 いずみ てつお ６歳 

平成 25 年 6 月 1 日 

 

「池子の蛸々坂にいすをならべて花火を見ました。 

とてもきれいでした。」  絵 いずみ りょう ９歳 

平成 25 年 6 月 1 日 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

                                 

まちなかアカデミー＆景観フォトコンテスト共同企画 

第３回 プロに学ぶ写真講座  

写真家鈴木麻弓さんから、風景やポートレート写真を上手に撮影できる、とっておきの方法を教えてもらえます。

撮影のコツを学んで自慢の一枚を撮りましょう！  
日  時：7 月 11 日（木） 19：00～20：30  

場  所：逗子文化プラザさざなみホール  

応募方法：まちづくり課へ氏名、年齢、連絡先をお知らせください     

TEL：046-873-1111  FAX：046-873-4520   

E-MAIL ： machi@city.zushi.kanagawa.jp  

 

初夏の風物詩！ 逗子海岸花火大会が今年も開催されました♪ 

平成 25 年 6 月 1 日に第 56 回逗子海岸花火大会が開催されました。今年も市内だけでなく市外からも多く

の人が逗子海岸を訪れ、にぎやかな夏の始まりを感じました。逗子ステキ発見！景観フォトコンテストの 

応募作品も花火に関する作品がたくさん寄せられましたよ！逗子の夜空がとても華やかに彩られました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

☆逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト応募作品☆ 

まちなかアカデミーコラボ企画第３弾 

歴史的建造物と史跡を巡るまち歩き 

見なれた風景にある「きれい」「たのしい」「きもちいい」を探し、景観を考えるウォーキング。 

景観資産候補を巡るウォーキングを企画しました！逗子のステキスポットを見つけに行きましょう♪ 

撮影した写真は景観フォトコンテストへ☆ 

日  時：7 月 20 日（土）9：00～14：00 解散予定 （荒天順延）7 月 27 日（土）  

集合場所：逗子市役所 正面玄関前 

対 象 者：健康な方ならどなたでも参加できます 

（小学校低学年以下の子供は保護者の同伴が必要。おかしセットもらえるよ！） 

参 加 費：無料 

服  装：ハイキングコースを歩きますので、動きやすい格好でお越しください 

持 ち 物：お弁当、飲み物、レジャーシート、カメラ 

コ ー ス：六代御前の墓→長柄桜山古墳群→郷土資料館→蘆花記念公園内休憩所(昼食)→歴史的建造物(旧脇村邸) 

応募方法：まちづくり課へ氏名、年齢、連絡先をお知らせください  

TEL：046-873-1111  FAX：046-873-4520 E-MAIL ： machi@city.zushi.kanagawa.jp  

 

  

ドリンクサービス♪ 

スイカ割りも！！ 

逗子ステキ発見！景観フォトコンテスト スポンサー紹介 

  

講師プロフィール 
 

講師 鈴木 麻弓 

1977 年宮城県女川町生まれ。 
逗子市在住。 
主に人物撮影を得意とする。 

東日本大震災以降、佐々木写真館三代目として故郷の人々と 
繋がっていくことを大事にし、女川の人々の復興の様子を 
おさめるべくシャッターを切り続けている。 

 

  
景観フォトコンテスト関連イベントのお知らせ 

 

 

逗子しおかぜカードで楽しくお得に 

お買いもの♪♪ 

毎月 5日・15日・20日は 

ポイント 2倍デー！！ 


